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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
天
理
市
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
令
和
８
年
の
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は

皆
様
に
格
別
の
心
温
ま
る
ご
支

援
と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
、
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
奈
良
に
と
っ
て

歴
史
的
な
快
挙
に
な
る
地
元
選

出
の
高
市
早
苗
・
衆
院
議
員
が
自

民
党
総
裁
、
そ
し
て
女
性
初
の
内

閣
総
理
大
臣
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
の
祝
意
を
表
し
、
皆

様
の
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ

れ
た
昨
年
は
、
奈
良
に
も
多
く

の
方
々
が
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
一
昨
年
前
に
な
り

ま
す
が
令
和
６
年
の
統
計
で
は
、

県
内
へ
の
観
光
客
数
は
１
４
８

７
万
人
で
、
宿
泊
者
数
は
２
０

３
万
８
０
０
０
人
。
過
去
15
年
で
宿

泊
者
数
は
最
多
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
外
国
人
の
方
々
の
割
合
は
45

％
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
経
済
波
及
効
果

は
、
わ
が
県
に
豊
か
さ
や
発
展
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
や
、
住
ん
で
い
る
県
民
の

皆
様
に
対
し
て
ご
無
理
や
ご
不
便
が

生
じ
て
い
な
い
か
、
こ
の
あ
た
り
の

声
な
き
声
を
県
政
を
担
う
一
員
と
し

て
あ
ら
た
め
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　

ま
た
よ
り
良
い
ふ
る
さ
と
天
理
を

創
造
し
て
い
く
た
め
、
長
年
培
っ
た

国
と
県
、
市
の
パ
イ
プ
を
密
に
、
調

整
役
と
し
て
引
き
続
き
あ
ら
ゆ
る
環

境
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。　

　

誇
り
あ
る
街
、
奈
良
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
べ
く
全
身
全
霊
で
ま
い
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
つ
つ
、

私
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

岩 田 国 夫

年
頭
所
感

年
頭
所
感

奈良県議会議員
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一
昨
年
の
総
裁
選
で
は
、
党
員

票
で
他
候
補
を
圧
倒
し
な
が
ら

も
、
決
戦
投
票
で
敗
れ
た
悔
し
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
６
月
、
政
局

が
動
き
始
め
る
前
に
私
は
上
京

し
、
親
交
の
あ
る
麻
生
太
郎
衆
院

議
員
を
訪
ね
ま
し
た
。
次
期
総
裁

選
が
あ
れ
ば
「
高
市
氏
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
お
願
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
れ
と
共
に
、
全
国
47
都

道
府
県
で
唯
一
、
陸
上
自
衛
隊
の

駐
屯
地
が
な
い
奈
良
県
に
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
災
害
対

応
を
含
め
、
県
内
へ
の
駐
屯
地
配

置
の
実
現
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

政
局
が
動
き
、
高
市
氏
が
出
馬

し
た
総
裁
選
の
１
回
目
の
投
票
で

は
、
高
市
氏
が
１
８
３
票
（
国
会

議
員
64
票
、
党
員
１
１
９
票
）
で

ト
ッ
プ
に
。
し
か
し
過
半
数
の
２

９
５
票
に
届
か
ず
、
次
に
多
か
っ

た
１
６
４
票
（
国
会
議
員
80
票
、

党
員
84
票
）
の
小
泉
氏
と
の
決
選

投
票
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
子
を
見
守
っ
た
天
理
市

内
の
ホ
テ
ル
で
は
、
決
戦
投
票
の

様
子
を
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
り
、

高
市
氏
が
国
会
議
員
票
で
１
４
９

票
、
都
道
府
県
連
36
票
の
計
１
８

５
票
を
獲
得
し
て
圧
倒
。
保
守
の

原
点
回
帰
を
求
め
る
国
会
議
員
、

そ
し
て
党
員
の
皆
様
の
大
き
な
期

待
が
高
市
氏
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
首
班
指
名
で
高
市

氏
は
、
第
１
０
４
代
内
閣
総
理

大
臣
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
憲

政
史
上
初
の
女
性
総
理
で
、
奈

良
県
出
身
も
初
の
こ
と
で
す
。
高

市
総
理
誕
生
に
向
け
て
活
動
し
て

き
た
私
は
、
各
報
道
機
関
の
取
材

を
受
け
「
地
盤
や
看
板
が
な
く
、

二
世
議
員
で
も
な
い
高
市
氏
が
、

努
力
を
重
ね
た
こ
と
で
こ
こ
に
た

ど
り
着
け
た
。
若
い
人
た
ち
に

夢
や
希
望
を
も
た
ら
し
た
と
思

う
。
多
く
の
党
員
票
を
獲
得
し

た
こ
と
は
、
全
国
か
ら
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
る
」
と
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
３
日
に
私
は
再
び
上
京
し

て
麻
生
氏
を
訪
ね
、
今
回
の
総
裁

選
、
首
班
指
名
で
の
ご
協
力
に
深

く
謝
辞
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
の

県
内
誘
致
に
向
け
て
の
力
添
え
を

あ
ら
た
め
て
求
め
ま
し
た
。

初
の
県
出
身
首
相
誕
生

総
裁
選
で
麻
生
氏
に
協
力
を
求
め
上
京

　
天
理
市
を
含
む
衆
院
奈
良
県
２
区
選
挙
区
選
出
の
高
市
早
苗
氏
が
昨
年
10
月
、
自
民
党
総

裁
選
へ
３
度
目
の
挑
戦
を
さ
れ
、
決
選
投
票
の
末
に
小
泉
進
次
郎
氏
を
破
り
、
女
性
初
の
総

裁
に
就
任
し
ま
し
た
。
奈
良
県
出
身
者
が
党
総
裁
に
就
任
す
る
の
も
初
の
こ
と
で
す
。
党
県

第
２
選
挙
区
支
部
幹
事
長
、「
高
市
早
苗
議
員
を
内
閣
総
理
大
臣
に
す
る
奈
良
の
会
」
と
し

て
長
年
、
高
市
氏
を
お
支
え
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
い
喜
び
に
な
り
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
の

県
内
誘
致
も
要
望

149 36

145 11

高市　早苗 氏
小泉進次郎 氏

185票

156票

183票
164票
134票
59票
49票

64

80

72

44
34

119

84

62

15
15

合計 国　会
議員票

都道府
県連票自

民
党
総
裁
選 高市　早苗　氏

小泉進次郎　氏
林　　芳正　氏
小林　鷹之　氏
茂木　　敏　氏

合計 国会議員票 党員・党友票

決
戦
投
票

１
回
目
投
開
票
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建
設
委
員
会
は
９
月
、
県
を
南

北
に
つ
な
ぐ
大
動
脈
「
京
奈
和
自

動
車
道
」
の
橿
原
高
田
Ｊ
Ｃ
Ｔ
工

事
や
、
奈
良
市
八
条
地
区
の
八
条

地
区
橋
梁
工
事
の
進
捗
状
況
を
視

察
し
、
国
土
交
通
省
か
ら
現
地
説

明
を
受
け
ま
し
た
＝
写
真
■
■
。

　

京
奈
和
自
動
車
道
は
京
都
と
和

歌
山
を
結
ぶ
延
長
約
１
２
０
㌔
。

こ
の
う
ち
、
郡
山
下
ツ
道
Ｊ
Ｃ
Ｔ

を
起
点
に
し
、
県
内
の
中
核
都
市

の
大
和
郡
山
市
、
橿
原
市
を
含
む

３
市
３
町
を
通
過
し
、
大
和
高
田

バ
イ
バ
ス
に
接
続
す
る
約
13
・
８

㌔
の
「
京
奈
和
自
動
車
道
大
和
御

所
道
路
大
和
区
間
」
は
、
慢
性
的

な
国
道
24
号
の
渋
滞
緩
和
に
つ
な

が
り
、
奈
良
公
園
か
ら
明
日
香
村

ま
で
の
所
要
時
間
70
分
が
45
分
に

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
未
開
通
の
橿
原
高
田
Ｉ

Ｃ
か
ら
橿
原
北
Ｉ
Ｃ
の
区
間
で
慢

性
的
な
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
京
奈
和
自
動
車
道
と
大

和
高
田
バ
イ
パ
ス
と
の
接
続
ラ
ン

プ
の
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

視
察
で
は
、
こ
の
接
続
ラ
ン
プ

の
完
成
時
期
な
ど
に
つ
い
て
国
交

省
職
員
の
説
明
を
受
け
、
令
和
８

年
春
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
完
成
す

る
と
新
堂
ラ
ン
プ
と
大
和
高
和
バ

イ
パ
ス
の
間
で
起
こ
る
交
通
渋
滞

の
解
消
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
視
察

で
私
は
、
早
期
完
成
と
安
全
な
工

事
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
京
奈
和
自
動
車
道
の
う

ち
、、
京
奈
道
路
の
木
津
Ｉ
Ｃ
か

ら
西
名
阪
自
動
車
道
ま
で
の
約

12
・
４
㌔
の
「
大
和
北
道
路
」
の

工
事
状
況
に
つ
い
て
も
現
地
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
工
事
は
、
京
奈
和
自
動

車
道
大
和
北
道
路
と
国
道
24
号
、

岩
井
川
が
交
差
す
る
八
条
地
区
橋

梁
の
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
大
和
北
道
路
の
導
入
空

間
確
保
の
た
め
に
、
国
道
24
号
の

八
条
高
架
橋
の
既
設
橋
脚
撤
去
が

必
要
と
な
る
た
め
、
仮
受
け
の
橋

脚
設
置
を
計
画
。
そ
の
ほ
か
大
和

北
道
路
の
本
線
橋
下
部
の
工
事
着

手
の
た
め
、
既
設
の
市
道
橋
の
撤

去
、
迂
回
路
の
設
置
等
に
着
手
し

て
い
ま
す
。 

　

国
交
省
に
よ
る
と
こ
の
現
場
は

令
和
９
年
度
に
竣
工
予
定
で
す

が
、
供
用
時
期
は
未
定
。
設
計
上

は
時
速
１
０
０
㌔
で
の
使
用
を
想

定
し
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
が
担
う
指
揮
系
統
や
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
県
庁
担

当
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
＝

写
真
■
。

　

私
が
所
属
す
る
県
議
会
建
設
委

員
会
は
11
月
、
鹿
児
島
県
と
熊
本

県
を
訪
れ
、
県
外
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
鹿
児
島
県
で
は
豪
雨
に
よ

る
ト
ン
ネ
ル
の
崩
落
事
故
か
ら
の

復
旧
を
、
ま
た
熊
本
県
で
は
熊
本

地
震
後
に
新
設
さ
れ
た
「
熊
本
県

防
災
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

大
規
模
地
震
や
豪
雨
を
は
じ
め

と
す
る
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発

生
す
る
か
確
実
な
予
測
は
難
し

く
、　

多
く
の
山
間
地
を
抱
え
る

奈
良
県
は
防
災
力
へ
の
備
え
の
強

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
先
進
事
例
を
視
察
し
、
県
政

施
策
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た

め
、
建
設
委
員
会
で
は
県
外
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
れ
た
鹿
児
島
県
で
は
、
県

庁
で
鹿
児
島
県
北
西
部
と
鹿
児

島
空
港
と
を
結
ぶ
「
北
薩
ト
ン
ネ

ル
」
の
事
故
状
況
や
復
旧
工
事
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
＝
写
真
■
。

ト
ン
ネ
ル
は
一
昨
年
の
豪
雨
を
契

機
に
湧
水
。
路
面
が
起
伏
し
、

さ
ら
に
壁
面
が
崩
落
し
て
１
０

０
㍍
に
わ
た
り
大
量
の
水
と
土

砂
が
流
れ
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
完
成
し
た
ト
ン
ネ
ル
内
に
湧

水
の
水
圧
で
壁
面
が
崩
落
す
る

の
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
事
故

で
す
。

　

鹿
児
島
県
は
令
和
６
年
７
月
か

ら
14
・
５
㌔
に
わ
た
っ
て
全
面
通

行
止
め
に
し
「
北
薩
ト
ン
ネ
ル
技

術
検
討
委
員
会
」
で
の
議
論
を
踏

ま
え
て
被
災
箇
所
か
ら
の
湧
水
量

を
減
ら
し
、
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
の
水
抜
き
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
こ
れ
以
上
地
下
水
が

ト
ン
ネ
ル
内
に
流
れ
込
ま
な
い
よ

う
、
現
在
の
ト
ン
ネ
ル
の
隣
に
水

を
抜
く
た
め
の
作
業
用
ト
ン
ネ
ル

を
新
た
に
掘
削
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

現
場
の
被
害
状
況
や
交
通
、
物

流
へ
の
影
響
、
全
国
的
に
珍
し
い

事
故
へ
の
県
の
対
応
方
法
な
ど
、

被
害
全
般
に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

令
和
２
年
に
熊
本
県
を
襲
っ
た

熊
本
地
震
は
、
シ
ン
ボ
ル
の
熊
本

城
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
県
は
そ
の
後
、
こ
れ
ら
へ
の

対
応
の
経
験
、
教
訓
を
踏
ま
え
た

災
害
対
応
拠
点
と
し
て
「
熊
本
県

防
災
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
。
令
和

５
年
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

地
震
発
生
の
際
、
防
災
セ
ン

タ
ー
が
高
層
階
（
熊
本
県
庁
行
政

棟
新
館
10
階
）に
あ
っ
た
こ
と
や
、

活
動
ス
ペ
ー
ス
が
不
十
分
だ
っ
た

こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
っ
た
た

め
、
新
し
い
セ
ン
タ
ー
は
低
層
階

に
災
害
対
策
本
部
や
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
等
の
災
害
対
策
の

主
要
な
指
令
機
能
を
配
置
し
、
国

の
政
府
現
地
対
策
本
部
や
自
衛
隊

等
の
応
援
機
関
の
活
動
室
の
新
設

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

視
察
で
は
、
有
事
の
際
に
こ
の

防
災
力
強
化
へ
先
進
事
例
視
察

県
外
調
査

南
北
移
動
の
渋
滞
解
消
へ

京
奈
和
自
動
車
道
工
事
を
視
察

県
内
調
査

1

1

2

34

2
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